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●本書で取り扱う資料について

令和 2年以降に発表される資料については、新型コロナウイルス感染症の発生に

より、調査期間が変わる等の影響を受けており扱いに注意が必要なため掲載を保

留しています。

●図表の追加情報

p.128　追加箇所→　

表 3-19　発達テスト，発達スクリーニングテスト，および知能テストの種類

（日常よく用いられるもの）

399―1～7刷

現代子育て環境アセスメント
  〇               〇      〇 PACAP（Pre-Assessment of Child Abuse Prevention） 3 歳～7 歳
  〇               〇      〇 PACAP-B （Pre-Assessment of Child Abuse Prevention for Baby） 0，1，2 歳児

（上田，2022）USDTは Gesellと Binetの折衷による発達簡易検査である．

BSID は 1969年に出版された Bayleyによる発達検査であり，２～30カ月の乳幼児を対象

とし mental scale，motor scale，infant hehavior recordの３部分より構成されている．mental
 

scaleは 163の項目，motor scaleは 81の項目からなり，infant behavior recordは検査場面

における子どもを観察して，情緒，社会的行動，活動レベル，物に対する反応，注意の持続，

忍耐性など行動の種々の面を測定するスケールからなっている．日本の子ども用に標準化され

てはいない．

なお，これらの検査の中で津守式乳幼児精神発達診断法（小嶋，1993）は，子どもが日常の

家庭生活の中で示す行動について，母親または養育者にたずねることによって発達の様子を知

る方法であり，間接的検査法である．母親の観察が的確であればかなり正確な資料となるが，

一般に検査者が実施する成績と比較すると得点は高くなる傾向がある．

２．発達指数とその評価

Gesellの流れをつぐ発達検査では，正常に発達している子どもの各年月齢において期待され

る行動の年齢的基準 age normが，いくつかの発達領域に分けて設定されている．特定の子ど

もの発達診断はその規準（正常値）に比較して，各発達領域ごとになされるし，また，それら

の領域を総合してもなされる．検査の結果は発達年月齢 developmental ageで示されることも

あるし，次の式によって発達指数でも表される．

発達指数 (DQ)＝
発達年月齢 (DA)

暦年齢 (CA)
×100

Binetの流れをつぐ発達検査の場合にも年齢規準の概念が用いられている．しかし，測定の

対象が行動の発達評価ではなく，知的水準を評価するということで知能指数 (IQ)で表される．

DQや IQの評定基準（段階づけ）は検査の種類によって異なるので，それぞれの検査マニュ

アルを参照しなければならない．表�-��は MCCベビーテストによる DQ の評定基準を示し

ている．

表 �-�� 発達テスト，発達スクリーニングテスト，および知能テストの種類(日常よく用いられるもの)

種別

個人 団体 直接 間接
テスト名 適用

○ ○ 遠城寺式乳幼児分析的発達検査法 ０カ月～６歳

○ ○ 津守式乳幼児精神発達診断法 １カ月～７歳

○ ○ 愛研式乳幼児簡易検査法 ０カ月～７歳

○ ○ USDT：上田式子どもの発達簡易検査 ０カ月～７歳

○ ○ MCCベビーテスト ０カ月～30カ月

○ ○ 鈴木ビネー実際的個別的知能検査法 ２歳以上

○ ○ 田研田中ビネー式知能検査法 ２歳以上

○ ○ 京都児童院式発達検査 ０カ月～10歳未満

(上田，2011)
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